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背景と目的 

都市の空間は、近代以降からの各種都市計画の継続により機能性、健全性といった成果を生んだ。しかし、そ

の一方でこうした都市空間は人々にとって魅力に乏しいという指摘もある。 その原因として都市空間が公と

私に明確に区分され、本来の目的外利用が制限されてきた点がある。そこで、解決する手段のひとつとして、

これまでの公空間と私空間に区分された所有と管理だけの関係性を見直し、公私空間の境界をあいまいにした

公私空間の重なり領域という概念を考え、そこで生まれる新たな「利用」に着目する。 

こうした公私空間の利用形態の関係でいうと、ヨーロッパの路上でよくみられる魅力的なオープンカフェのよ

うに、公空間を私的に利用する場合と、公開空地やコモンなどのように私空間を公的に利用する場合がある。

しかし一方では、道路などには店先に置かれた看板や路上に置かれた自転車のように、社会問題となっている

事例もある。公空間と私空間の関係というのは単純に重ね合わせればそれで良いというものではない。うまく

重ね合わせることによって、まちや地域の活性化や賑わいに寄与する可能性がある。また、公空間といっても

道路や広場と違い、公園・河岸等は元々賑わいとは縁遠く、そのままにしておくと人通りの少ない寂しい空間

となってしまう可能性がある。 

そこで、本論文では、こうした公園や河岸を対象として、新しい公私の関係をうまく形成することにより問題

解決を図っている国内の４か所の事例を取り上げ、そうした新しい公私の関係が成立している制度や成り立ち

の経緯、特徴などについて検証している。また、その事例がある地区周辺の環境やまちがどうであったのかを

時系列で見るとともに、それが公私空間の重なりによって生まれる本来目的外の利用により、その場所におけ

る人の流れや評価がこれまでとどう変わったのか、その賑わい効果を明らかにするとともに、都市の賑わい・

魅力創出のための環境整備の方向性を明示することを目的とする。 

 

研究の位置づけ 

 本研究に関連した既往研究として、街路空間のオープンカフェ実現要件の分析を行った研究 1）やオープン

カフェが持つ要素を把握し、都市景観に及ぼす影響を扱った研究 2）、京橋川オープンカフェの独立店舗型と地

先利用型の概要と取り組みの成果･課題を扱った研究 3) 、京橋川オープンカフェの社会実験による賑わい効

果や周辺環境への影響など中間評価を行った報告 4）、京橋川独立店舗型の利用実態と住民意識を分析した研

究 5）などがある。本研究で扱う外部地先利用（以下、先利用と表記）空間における利用者の滞留時間や評価

は明らかにされていない。また、所有・管理上、多くの関係者が関わり、相互の調整も必要となる。こうした

立地特性から地先利用空間では利用者に加えて、事業者・管理者の評価にも着目する必要がある。 

 

論文構成 

本論文は本文 5章と結論、合わせて 6章から構成している。 

第 1章では、現代都市の問題点を外国との比較や歴史的な流れの中で抽出し、それを解決する手段のひとつと

して、公私空間の重なり領域という概念を考える。この領域に生まれる｢利用｣により賑わい効果が誘発される

ことを指し示す。この重なり領域は公と私の関係から｢隣接型｣と｢挿入型｣重なりに分けられた。また、関連研

究を挙げ、その中で本研究の位置づけを行っている。 

第 2章では、諸外国と日本の各都市における公空間活用の各種事例を紹介するとともに、そのなかで、新しい

公私の関係を形成することにより問題解決を図っている４事例を取り上げる。この４事例は｢隣接型｣と｢挿入

型｣にそれぞれ分けられた。それぞれの従前の状況や周辺環境から、新しい関係が成立するまでの経緯と制度、

空間的特徴等を明らかにしている。 

第 3章では、河岸と公園における事例の実態調査を通じて、現代都市空間のなかの｢公私空間隣接型重なり｣の

利用形態において生まれる本来目的外の別利用により、人の流れや評価がこれまでとどう変わったのか、その

賑わい効果を明らかにしている。 

第 4章では、河岸と公園における事例の実態調査を通じて、現代都市空間のなかの｢公私空間挿入型重なり｣の

利用形態において生まれる本来目的外の別利用により、人の流れや評価がこれまでとどう変わったのか、その

賑わい効果を明らかにしている。 

第 5章では、３章・４章で明らかにした効果をもとに、公空間と私空間が重なることによる利用形態の変化に

よって、公空間へ与える影響や、まちに与える影響について明らかにしている。 

第 6 章 結論では、これまでに得られた知見を整理・要約するとともに、それらを踏まえて、公私空間の重な

りによりどういう効果と課題があるのかをまとめている。また、公私空間の関係からみた都市の賑わい・魅力

創出のための環境整備の考え方を指し示している。 


